
★第１次選考

10月7日（土）　午前

講義・レポート作成　【課程に対応する学域ごとに実施】

基礎知識、数理能力※、理解力、問題解決力、論理的思考力、文章表現力をみる。

応用生物学域

遺伝子の機能に関する研究事例の紹介と遺伝の原理と突然変異についての講義をおこなった
（40分）。講義では、配付した資料にメモを取ること、その資料を試験に持ち込むことを認めた。こ
れらの講義を踏まえて、レポート作成では、講義の内容を理解する力、基礎知識、計算力、論理的
思考力、問題解決力、文章表現力を調べた。

物質・材料
科学域

設計工学域

デザイン科学域

※デザイン科学域の「講義・レポート作成」では、数理能力は問いません。

要
　
　
約

令和６年度ダビンチ入試（総合型選抜）スクーリング内容の公表について

日　　程

プログラム

ね　ら　い

固体，液体，気体の分離に係る種々の実験の基本操作と応用例について約40分の講義を行った。レ
ポート作成においては，講義内容に基づいて，実験操作の意味や注意点，実験で生じている現象を題
材に，記述式問題を中心に出題した。また，グラフの見方や実験の条件設定などについて計算能力も
問うた。

「交流回路とフェーザ」と題して40分の講義を行い、その後、講義の内容の理解度などを測る90分の試
験を行った。講義内容は次の通りである。まず、電気回路と複素数について基本的な事項を説明し、つ
いで正弦波交流を扱う回路で使用されるフェーザ表示という複素数を使った計算法について、その表
示法ならびに演算法を説明した。次に、簡単な回路に対して基本的な計算例を示した。最後に、交流
の角周波数を変化させた場合の各素子の電圧の変化について説明した。筆記試験では、講義内容の
理解度を測る問題に加え、講義で得た知識を用いて問題を解決する能力を測る問題や、論理的思考
力と文章表現力を測る問題を設定した。講義では、配付資料にメモを取ることを許可し、その資料を試
験に持ち込むことを認めた。

「壊れない建物をめざして」と題した講義（40分）を行い、その後、講義内容に関係して講義の理解力、
論理的思考能力、表現能力、問題解決能力、文章表現能力、基礎知識などを見るレポート作成（90
分）を行なった。講義の際に配付した資料にメモをとり、それを試験に持ち込むことを可とした。

講義内容
ピラミッドを除いて現存しない「世界の七不思議」の建造物の紹介を通して、建物の崩壊へと注意を向
けることから講義を始めた。歴史に残る建造物崩壊の記録を検討したのち、「石で建造物を造る」と題
してアーチ、ヴォールトに代表される西洋の石造建築の構造の仕組みを解説し、その後「木材で建造
物を造る」と題して日本の木造建築の構造を、その脆弱性に焦点を当てて構造や材料、工法から解説
した。職人技と自然材料で成り立つ木造の日本建築の「危うげな構造」の特質を検討したのち、「危う
げな構造」をどう使い続けていくかのいくつかの事例を検討する事を通じて、日本建築には持続的な建
物との絶え間ない対話が必要である事を説いた。
























































